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５月 11 日（土）に PTA 奉仕作業が行われました。今回も、多くの保護者・
生徒、そして教職員が一緒に取り組みました。そのため、限られた時間の中で
作業が順調に進み、子どもたちが大変過ごしやすい環境になりました。早朝か
ら、多くの保護者の方々にご協力いただき、ありがとうございました。 
 

５月 18 日（金）５・６時間目、生徒総会が行われました。最初に、生
徒会長の葉梨宏祐さんから、本年度の生徒会スローガン「各組織が主体
となり、１人１人が活躍できる美浦中学校」が発表され、「１人１人が活
躍できるようにしたいという思いが込められている。委員会や学級など
の各組織で、誰かに言われてから動くのではなく、自分たちで考え主体
的に、行動していけるようにしましょう。」と熱いメッセージがありまし
た。そして、前半は、全校生徒が体育館へ集合し、各委員長・副委員長か
ら委員会活動計画案が提案されました。どの提案も委員会ごとに練られ
たよりよい学校を目指したものばかりでした。後半は、各教室に戻り、生
徒会役員中心にオンラインでの話し合いが行われました。テーマは、「よ
りよい学校にするために」。事前に各学級ごとでの話し合いにより提案さ
れた内容について行われました（内容は、「屋敷平ミニ No.5」参照）。話
し合いの場については、体育館では話合いをすることは難しいが、全校
で話し合いを進めていくべき内容であるという二つの側面を大切にし
て、オンライン形式が選択されました。一方で、本年度の生徒会活動を進
めるにあたり、全員が会する場も重要だということで、前半は、全員参集
型の形式となりました。今後もこのように、これまでの活動を改善しな
がら、よりよい学校にするための活動を進めていくことで、生徒の自治力・自主性を伸ばしていきたいと
考えます。 

 

５月９日（木）６校時、校内授業研修会を行
いました。これは、子どもの学びがより充実し
たものになることを目的とした教職員の研修
です。今回は、１年 B 組での美術の授業におい
て、生徒の授業への取り組む姿を通して研修を
行いました。昨年度に引き続き本年度も、グラ
ンドデザイン（HP 掲載）にもありますように、
「対話」を中心とした授業づくりに重点を置い
て取り組んでいます。「対話」とは、自分の考え
を伝えるだけでなく、他者の考えをよく聴くこ
とで相手のことを尊重したり、多面的な物事の
捉え方があることに気づいたり、お互いに折り合いをつけたりすることであり、それにより子ども達は深
い学びへとつながることができるはずです。また、「対話」は仲間づくりにも繫がっていくと考えます。
授業参観後の全教員での研修では、子どもの学ぶ姿から学んだことをグループごとに協議、その後全体で
共有しました。本年度も子どもの学びのために、年間を通して研修を行っていきます。 
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